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「
百
歳
年
寄
の
う
ら
笑
て
ぃ
ま
る
す

こ
れ
ど
ぅ
世
栄
の
し
る
し
さ
だ
め
」

句
意

百
歳
に
も
な
る
よ
う
な
お
年
寄
り
が
、

ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
い
る
姿
は
、
こ
れ
こ
そ

こ
の
世
が
栄
え
て
い
る
し
る
し
で
あ
ろ
う

昨
年
も
コ
ザ
中
校
地
区
の
役
員
及
び
会
員
の
皆
様

が
、
地
区
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る
下
校
時
の
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
や
忘
年
会
等
が
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止

に
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
に
向
け
て
は
、
事
業
の
円
滑
な
運
営
の
た

め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
へ
の
認
識
を
新
た

に
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
展
開
し
、
セ
ン

タ
ー
事
業
や
地
区
事
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
の
で
コ
ザ
中
校
地
区
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆

様
に
と
り
ま
し
て
、

良
き
年
に
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
春
の

ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

コ

ザ

中

校

地

区

地
区
長

松
江

義
男

の抱 負

安
慶
田
中

校

地
区

地
区
長

金
城

武
夫

「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
負
け
な
い

よ
う
新
年
の
決
意
を
新
た
に
」

沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆
様
方
、

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

安
慶
田
中
校
地
区
会
員
の
方
々
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
世
界
で
猛
威
を
振
る
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、
少
し
落
ち
着
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
が
、
専
門
家
は
冬
場
に
第
６
波
が
来
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
変
異
株
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
発
生
し
、
世

界
中
に
広
が
り
を
見
せ
始
め
て
お
り
、
引
き
続
き
気

を
引
き
締
め
て
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
に
負
け
な
い
よ
う
決

意
を
新
た
に
、
就
業
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

会
員
皆
様
方
に
は
、
新
年
が
健
や
か
で
、
幸
多
き

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

山

内

中

校

地

区

地
区
長

池
宮

隆

「
生
涯
現
役
を
目
指
し
て

頑
張
ろ
う
！
」

コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
て
２
年
目
が
経
過
。
「
お

き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
後
清
掃
活
動
」
も
大
会
自
体

が
２
年
連
続
し
て
中
止
に
な
り
、
残
念
至
極
。

３
月
予
定
の
地
区
総
会
も
会
場
予
約
し
ま
し
た
が
、

開
催
は
困
難
で
し
ょ
う
か
。
終
息
の
き
ざ
し
は
本
物

か
わ
か
ら
な
い
。
今
後
も
用
心
し
ま
し
ょ
う
。
と
い

う
こ
と
で
、
昨
年
も
各
班
長
を
通
し
て
地
区
会
員
全

員
（
凡
そ
60
人
）
に
フ
ィ
ッ
ト
マ
ス
ク
（
不
織
布
）

配
布
し
ま
し
た
。

不
要
不
急
の
外
出
自
粛
と
お
互
い
の
健
康
の
た
め

に
も
生
涯
現
役
を
目
指
し
て
、
安
全
第
一
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

本
年
も
地
域
の
児
童
生
徒
達
が
、
安
心
・
安
全
に

通
学
で
き
る
よ
う
、
お
互
い
の
安
全
対
策
を
と
り
な

が
ら
下
校
時
安
全
見
守
り
活
動
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
積
極
的
参
加

に
協
力
し
て
参
り
ま
し
ょ

う
。会

員
皆
様
並
び
に
ご

家
族
の
ご
健
康
・
ご
多

幸
を
祈
念
し
新
年
挨
拶

と
致
し
ま
す
。
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「
コ
ロ
ナ
終
息

地
区
活
動
再
開
を
祈
念
」

「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

実
施
し
た
い
」美

里

中

校

地

区

地
区
長

金
城

吉
信

美
東
・
東
中
校
地
区

あ
ら
た
ま
の
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
幸
多
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
活
動
計
画
が
実
施
出

来
ず
地
区
長
と
し
て
皆
様
方
に
申
し
訳
な
く
、
残
念

に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
様
、
皆
様
方
の
ご

協
力
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
小
学
校
の
下
校
時
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
計
画
し
て
、
地
区
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

又
、
６
地
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
で
き
る
よ
う
、

地
区
長
会
と
し
て
楽
し
い
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
皆
様
並
び
に
ご
家
族

の
ご
健
康
、
ご
多
幸
を
祈
念

し
、
新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

地
区
長

桑
江

良
次

越
来
・
宮
里
中
校
地
区

地
区
長

八
幡

勝

「
ひ
た
す
ら
健
康
第
一
に
」

あ
ら
た
ま
の
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
も
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓

延
に
て
、
大
変
な
一
年
に
な
っ
て
し
ま
い
し

た
。
地
区
の
活
動
は
何
一
つ
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

地
区
の
定
期
総
会
も
地
区
役
員
の
話
し
合
い
だ
け

で
、
会
員
不
参
加
の
ま
ま
形
ば
か
り
で
し
た
。

こ
の
思
い
は
二
度
と
繰
り
返
し
た
く
は
あ
り
ま
せ

ん
ね
。
た
だ
、
唯
一
の
救
い
だ
っ
た
の
は
、
昨
年
も

ま
た
会
員
さ
ん
の
中
か
ら
誰
一
人
も
発
病
者
が
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。
今
年
こ
そ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か

ら
お
さ
ら
ば
し
て
会
員
一
人
ひ
と
り
が
「
ピ
ク
ニ
ッ

ク
」
や
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
又
「
下
校
時
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
」
そ
し
て
会
員
参
加
の
定
期
総
会
と
楽

し
く
ス
ム
ー
ズ
に
年
間
の
予
定

を
こ
な
し
て
い
け
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

越
来
・
宮
里
中
校
地
区
の
み

な
さ
ん
、
今
年
も
ま
た
昨
年
以

上
に
健
康
が
第
一
で
す
。

新年区
地

長

会
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
地
区
活
動
は

軒
並
み
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
下
校
時
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
を
避
け
る
た

め
中
止
に
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
終
息
し
た
ら
、
地
区
活
動
を
本
格
的
に

開
始
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
福
岡
県
に
住
ん
で
い
る

次
男
夫
婦
や
孫
２
人
と
も
、
一
昨
年
に
続
い
て
２

年
間
も
帰
省
が
で
き
ず
、
今
年
も
寂
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
は
、
会
え
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
終
息
を
願
う
と
と
も
に
、

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
素
晴
ら
し
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し

ま
す
。



就
業
体
制
の
強
化
と
効
率
向
上
を
図
る
た
め
12
月
14
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
大
会
議
室
で
「
職
群
班
長
・
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
が
開
催
さ
れ
、
職

群
班
長
や
各
班
の
リ
ー
ダ
ー
19
人
が
参
加
し
た
。
研
修
内
容
は
「
職
群
班
設
置
要

綱
」
を
は
じ
め
「
会
員
就
業
規
約
」
や
「
就
業
基
準
に
関
す
る
要
綱
」
な
ど
に
つ

い
て
を
事
務
局
か
ら
説
明
。
そ
の
後
に
、
安
全
・
適
正
就
業
に
お
け
る
緊
急
時
の

連
絡
体
制
の
周
知
徹
底
を
促
し
た
。
そ
の
他
事
務
連
絡
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の
開
設
に
伴
い
、
多
く
の
会
員
へ
の
利
用
呼
び
掛

け
依
頼
が
あ
っ
た
。

（第１７６号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 令和４年１月１日（４)

会
員
間
の
連
携
と
連
絡
調
整
を
密
に

職
群
班
長
・
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
研
修

事故発 生

発 見 者

現場リーダー

現場代理人

沖縄市シルバー人材センター

沖縄市消防本部

緊急時の

連絡体制

沖縄警察署

11月１日の第１回開催以来、好評

の未就業者体験講習会が青空が広がっ

た好天の12月20日、美里公園で開か

れた。今回で３回目となる開催で、

この日は外間元二草刈班グループの16人と未就業

会員８人の合わせて24人が参加。冬場に向かって

雑草が伸びないこの時期、作業内容はオオバコな

どを根っこから引き抜くという抜根作業。刈払機

での作業はなかったものの未就業会員らは、外間

グループの会員ら共に汗を流した。未就業会員ら

は「体験講習会で就業の体験を重ねていくことで

就業安全への心掛けをはじめ、作業に対する技能

や意欲も高まっていく」と口をそろえた。

未就業者体験講習会を開催
３回目の実施で就業率向上
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雑草の伸びに応じた操作を学ぶ
刈払機実技講習会

県連合による令和３年度のシ

ルバー事業説明・相談会が12月1

3日、沖縄商工会議所会館ホール

で行われた。同相談会は県内17

センター市町村で持ち回りで開

催されているもので、この日は

沖縄市シルバー会員や理事らが

参加。県連合から各センターの

事業状況などの説明や質疑応答

の後、就業や生活等に関する困

りごと相談を受けた。

令和３年度事業説明・相談会
シルバー人材センター連合主催

相談員は連合職員や生活支援パーソナルサポートセンター職員

雑草が最も生い茂る倉敷ダム施設で12月１日、

刈払機実技講習会が開催された。会員７人が参加、

伸びきった雑草を如何にして刈り取るか実技講習

を受けた。講師は安全推進員の高吉満弘さんと草

刈班の比屋根正一さんが務め、２人は草丈が長く

伸びている場合の刈払機による２段切り、現場の

状況を踏まえた刈払機の操作などを指導した。



（第１７６号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 令和４年１月１日（６)

第
９
回

理
事
会

配
分
金
・
契
約
金
額
は
大
幅
増

ー
11
月
実
績
ー

第
９
回
理
事
会
が
12
月
21
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
は
、
４

人
（
男
性
３
人
・
女
性
１
人
）
が
承
認
さ
れ
、
そ
の
結

果
12
月
21
日
現
在
の
会
員
数
は
５
４
５
人
（
女
性
２
１

０
人
・
男
性
３
３
５
人
）
と
な
っ
た
。
な
お
、
11
月
の

退
会
者
は
７
人
。

議
案
第
２
号
「
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
嘱

託
職
員
の
就
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
変
更
」
に
つ
い

て
、
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
款
第
32
条
第

１
項
の
第
３
号
に
基
づ
き
、
原
案
通
り
議
決
さ
れ
た
。

議
案
第
３
号
「
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会

員
の
知
識
及
び
技
術
・
技
能
向
上
の
実
施
に
関
す
る
要

綱
の
一
部
変
更
」
に
つ
い
て
、
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
定
款
第
32
条
第
１
項
第
３
号
に
基
づ
き
、
原

案
通
り
議
決
さ
れ
た
。

承
認
第
１
号
「
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入

会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
実
施
要
領
」
に
つ
い
て
、
沖
縄

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
会
運
営
規
則
第
９
条

第
１
項
第
15
号
に
基
づ
き
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

令
和
３
年
11
月
実
績
で
は
、
会
員
数
５
４
１
人
で
24

人
の
減
（
▲
４
％
）
、
就
業
実
人
員
３
２
５
人
で
19
人

の
増
（
５
％
）
、
就
業
延
人
員
３
７
３
７
人
で
２
７
２

人
の
増
（
７
％
）
、
配
分
金
約
２
０
２
７
万
円
で
約
２

０
９
万
円
の
増
（
10
％
）
、
契
約
金
額
約
２
５
７
９
万

円
で
約
２
９
１
万
円
の
増
（
11
％
）
と
な
っ
た
。

～

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～

「
事
故
防
止
、
急
ぐ
な
、

あ
せ
る
な
、
気
を
抜
く
な
」

市
内
の
福
祉
施
設
（
学
童
保
育
・
障
が
い
者
支

援
施
設
等
）
へ
の
就
業
が
、
今
後
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
セ
ン
タ
ー
で
は
派
遣

事
業
と
し
て
補
助
員
を
事
前
登
録
す
る
こ
と
で
、

円
滑
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
登
録
を

希
望
す
る
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

◎

お
問
い
合
せ
・
申
し
込
み

沖
縄
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

電
話

0
9
8
|
9
2
9
|
1
3
6
1

（
担
当

砂
川
）

福
祉
施
設
の
補
助
員

登
録
に
つ
い
て
（
募
集
）

「
安
全
祈
願
祭
」

・
日

時

令
和
４
年
１
月
４
日
（
火
）

午
前
９
時
～

・
場

所

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
事
務
所
前

無

事

故

記

録

令
和
３
年
11
月
12
日
～

〃

〃

12
月
21
日
現
在

39日

就
業
相
談
日
の
お
知
ら
せ

毎
週
月
・
水
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
４
時

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会
員
研
修
室

お

気
軽

に

ご

相

談

く

だ

さ
い

。

右ＱＲコードスキャンして下さい

友だち募集中!! LINE始めました
沖縄市シルバー人材センターでの仕事紹介や募

集などについて、あらゆる情報を公式アカウ
ン



（７）令和４年１月１日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１７６号）

年 末 の 草 刈 清 掃 ボ ラ ン テ ィ ア
海中道路跡都市緑地清掃に32人参加

金城一成草刈班と津波勇雄草刈班の皆さん

年末の恒例行事となっている草刈班による草刈・清掃ボランティアが12月16日、南北に走る海

中道路跡地（泡瀬第２自治会付近）およそ300メートルの範囲で行われた。連日の晴天が続く作

業日和の中、午前９時から作業開始。背丈ほどに伸びた雑草の草刈から清掃、トラック搬出まで

行い、きれいに片付けて環境美化に一役買った。ボランティア作業に参加したのは、金城草刈グ

ループ（金城一成リーダー）16人と津波草刈グループ（津波勇雄リーダー）16人の合わせて32人。

現場の東屋近くの緑地では火災があったのか、物を燃やした痕跡が残ったり、伸びた雑草の中に

空き缶やペットボトルが散乱。難儀の多い作業だったが、会員らは約３時間かけて取り組み、今

年のボランティア活動を締めくくった。



（第１７６号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 令和４年１月１日（８)

仲間を募集しています！

◇１月の予定◇

5 4 5

・
４
日
（
火
）
仕
事
始
め

安
全
祈
願

午
前
９
時

・
７
日
（
金
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

・
25
日
（
火
）
午
前
10
時

理
事
会

・
27
日
（
木
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

編

集

後

記

編

集

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日
頃
か
ら
会
員
ニ
ュ
ー
ス
「
ゆ
ん
た
く
」

を
ご
愛
読
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で

各
地
区
と
も
忘
年
会
・
新
年
会
の
開
催
は
２

年
連
続
し
て
自
粛
。
広
報
紙
面
も
寂
し
さ
を

強
い
ら
れ
た
。
今
年
の
干
支
は
「
寅
」
で
、

ト
ラ
（
虎
）
年
。
虎
に
ま
つ
わ
る
故
事
成
語
、

熟
語
は
数
知
れ
ず
、
動
物
の
中
で
は
群
を
抜

く
。
勇
猛
果
敢
の
猛
獣
な
が
ら
決
断
力
と
才

覚
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

き
っ
と
明
る
い
年
を
切
り
拓
い
て
く
れ
る
、

そ
う
信
じ
た
い
。
広
報
紙
面
も
コ
ロ
ナ
以
前

の
よ
う
に
、
情
報
満
載
で
よ
り
充
実
し
た
も

の
に
し
て
い
き
た
い
。

東
條

正
躬

大
城

博


